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う
生
活
が
長
く
続
き
ま
し
た
。

幼
心
に
思
う
事
は
秋
の
収
穫
物
が
豊
作
で
あ
れ
ば
出
稼
ぎ
に
行

か
な
く
て
も
い
い
の
に
・
:

こ
ん
な
寂
し
い
生
活
は
も
う
経
験
し
た
く
な
い
と
思
っ
た
事
を

思
い
出
し
ま
す
。

今
は
、
出
稼
ぎ
と
言
う
言
葉
は
す
っ
か
り
聞
か
な
く
な

っ
た
よ

う
に
も
思
い
ま
す
。

l

早
く
な
る
と
思

っ
た
が
度
々
崩
れ
る
天
候
で
平
年
並
み

で
進
捗
し
た
。
昨
年
の
よ
う
な
風
害
が
発
生
し
な
い
だ

け
で
も
有
り
難
い
。

播
種
、
定
植
後
の
気
温
も
高
め
、
活
着
も
そ
こ
そ
こ

今
後
の
生
育
に
大
き
な
期
待
が
も
て
そ
う
で
あ
り
上
々

の
ス
タ
ー
ト
に
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。

てんさい
ら
の
連
続
ド
ラ
マ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

私
事
で
す
が
少
々
ド
ラ
マ
と
被
る
ス
ト
ー
リ
ー
も
あ
る
こ
と
か

ら
共
感
を
覚
え
な
が
ら
視
聴
し
て
お
り
ま
す
。

し
た
い
。
生
産
者
の
方
々
が
今
年
は
ビ
�
 

一
人
で
あ
る
。
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本
年
も
播
種
、
定
植
作
業
が
始
ま

っ
た
。
例
年
よ
り

4
月
よ
り
某
テ
レ
ビ
局
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
代
背
景
か

私
の
親
父
殿
も
出
稼
ぎ
を
し
て
ま
し
た
。
秋
の
収
穫
作
業
が
終

わ
る
と
直
ぐ
に
出
稼
ぎ
に
行
き
、
お
正
月
に
は

一
時
だ
け
帰
省
し

春
作
業
(
ハ
ウ
ス
内
の
播
種
)
が
始
ま
る
頃
に
帰
っ
て
く
る
と
言

農
家
の
方
々
の
努
力
に
よ
り
栽
培
技
術
の
向
上
で
生
産
性
も
上


が
り
、
輪
作
体
系
を
き
っ
ち
り
守
る
事
に
よ
り
災
害
年
で
も
被
害


軽
減
が
で
き
る
よ
う
な
経
営
に
な

っ
た
か
ら
だ
と
思
う
の
で
す
。


右
肩
上
が
り
で
徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
っ
た
作
付
面
積
も
今
年
は


前
年
を
下
回
り
そ
う
で
あ
る
。
非
常
に
残
念
で
あ
る
。
輪
作
体
系


を
き
っ
ち
り
守
る
上
で
も
安
定
し
た
作
付
面
積
の
維
持
を
お
願
い


ト
で
儲
か
っ
た
な
と
あ


ち
ら
こ
ち
ら
で
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
な
出
来
秋
で
あ
る
事
を
願
う


(N
-
K
)
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内田会長挨拶

去
る 
5
月
初
日
、
札
幌
市
内
で
第
訂
回

通
常
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
農
水
省
北
海
道
農
政
事
務
所

の
大
坪
所
長
、
道
農
政
部
の
宮
田
生
産
振

興
局
長
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
・
団
体
の

ご
臨
席
を
頂
き
ま
し
た
。

・
T
P
P
、
日
・ 

内
田
会
長
か
ら
は
、
下
記
ポ
イ
ン
ト
に

よ
る
開
会
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

・
4
月
に
発
生
し
た
強
風
被
害

へ
の
お
見


舞
い
と
併
せ
、
天
候
並
び
に
農
作
業
が


1回I 

---~一一.…・�  

----
~~ 

.........::"!可司自


----.-区、・E

…・…・
…・�  

・
平
成
お
年
産
の
て
ん
菜
は
、
作
付
面
積

要
。

な
ど
の
国
際
貿
易
問
題
は
、
本
道
農
業

台
風
等
の
影
響
で
、
収
量
・
糖
分
と
も

が
前
年
を
上
回
っ
た
が
、
天
候
不
順
や

順
調
に
推
移
し
、
豊
穣
の
秋
を
祈
念

0

て
ん
菜
協
会
の
平
成
初
年
度
の
事
業

の
持
続
的
発
展
に
つ
な
が
る
対
応
が
必

に
前
年
よ
り
大
き
く
低
下
。

公
正

・

公
平
な
取
引
を
推
進

1
.
原
料
て
ん
菜
の
受
渡
し
・
糖
分
測
定

立
会
事
業

協
会
役
員
等
に
よ
る
「
て
ん
菜
受
渡
し

等
の
現
地
調
査
」
の
実
施

か
所
)

【
平
成
部
年
度
事
業
報
告
の
概
要
】

聞
の 

交
渉

川
「
高
品
質
て
ん
菜 
つ
く
り
講
習
会
」
の

ω地
域
の
実
情
に
応
じ
た
立
会
業
務
の
一

層
の
合
理
化
に
向
け
、
立
会
人
服
務
要

領
を

一
部
改
正 

ω立
会
人
を
4
3
0
人
委
嘱
し、

E
U

ω糖
分
測
定
セ
ン
タ
ー 

(
6製
糖
所
・
工

場
)
の
操
業
前
点
検
及
び
立
入
点
検

E
P
A

ω(
2
回
)

同
立
会
人
代
表
者
会
議
の
開
催
(
全
道
4

倒
立
会
人
業
務
功
労
者
の
表
彰 

(
3
名
) 

m

_ 	 -.LIIL_ 

一 -1'Eヨl 

受渡し等の現地調査� (H28.11)

(1) 2 
委品

「託種 試
日)試験�  
T 
 験研�  
39 の 究
」 実 事

官施 業
口口
種 (

農

力的発今実人は
。を展後施対
踏にと 。応原
ま寄も を料
え与、 は受

す「 じ渡
役る τ めし
n，r，h L一一~、一 、、

貞と菜 各 測
ーの 産 種定
同本業 開業

協の 連務
会健 事の

層 の全 業立
努 目な を会

名
業

:言

エ明�  

A.. 
ン)の

ω
2
0
1
6
年
版
「
て
ん
菜
糖
業
年
鑑
」

を
発
行
・
配
布

川
て
ん
菜
協
会
だ
よ
り
の
発
行
・
配
布

(年
 

3
回
)

凶
て
ん
菜
・
て
ん
菜
糖
の
理
解
促
進
と
需

要
拡
大
対
策
の
推
進

・
イ	
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
啓
発
資
材
の

配
布
な
ど 

4.
種
子
対
策
事
業

川
優
良
品
種
解
説
資
料
の
作
成

・
配
付

凶
品
種
別
作
付
面
積
の
把
握
と
情
報
提
供

5.
調
査
研
究
事
業

川
て
ん
菜
の
生
育
状
況
、
生
産
体
制
調
査

凶
病
害
試
験

品
種
抵
抗
性
試
験

事
項
に
反
映
さ
れ
る 

3.
普
及
啓
発
事
業

連
助
成
事
業
の
事
後
指
導

ω(
関
係
機
関
・
団
体
の
職
員
が
参
加
) 

協
会
が
事
業
主
体
と
し
て
実
施
し
た
関

開
催
(
全
道
4
か
所
) 

・
褐
斑
病
の
防
除
薬
剤
の
残
効
期
間
と

が
優
良
品
種
に
認
定

ー
試
験
結
果
を
受
け
、
褐
斑
病
の

防
除
指
針
と
北
海
道
の
指
導
参
考
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山
お
知 

せ

山

S

川
(
一
社
}
北
海
道
て
ん
築
協
会

6
.

て
ん
菜
協
会
初
周
年
記
念
誌
の
発
行

・
各
会
員
、
関
係
機
関
に
配
布

【
平
成
四
年
度
事
業
計
画
の
概
要
】

《
基
本
方
針 
V

て
ん
菜
の
安
定
的
な
生
産
体
制
の
確
保

に
向
け
た
取
組
み

《
主
な
実
施
事
業》

川
原
料
て
ん
菜
の
受
渡
し
及
び
糖
分
測
定

立
会
事
業

・
立
会
人
を
委
嘱
し
、
立
会
業
務
を
推

進
・
糖
分
測
定
セ
ン
タ
ー
の
操
業
前
点
検

並
び
に
立
入
点
検

・
受
渡
し
及
び
糖
分
測
定
立
会
業
務
の

合
理
化
の
推
進

凶
試
験
研
究
事
業

・
輸
入
品
種
検
定
試
験

・
病
害
試
験
(
直
播
を
主
体
と
し
た
黒

根
病
防
除
対
策
)

・
近
赤
外
分
析
法
に
よ
る
て
ん
菜
の
非

破
壊
糖
度
測
定
法
の
研
究
開
発

同
普
及
啓
発
事
業

・
高
品
質
て
ん
菜
、
つ
く
り
講
習
会
の
開

催
-
て
ん
菜
糖
業
年
鑑
の
発
行

て
ん
菜
協
会
だ
よ
り
、
栽
培
技
術
対

策
等
に
関
す
る
資
料
の
作
成
・
配
付

同
種
子
対
策
事
業

.
品
種
別
作
付
面
積
の
把
握
と
情
報
提

供
・
優
良
品
種
等
に
関
す
る
資
料
の
作

成
・
配
付

同
調
査
研
究
事
業

.
て
ん
菜
・
て
ん
菜
糖
の
安
定
生
産
や

生
産
コ
ス
ト
低
減
等
に
向
け
た
、
関

平成28年度収支決算

(単位千円)

収 入 支 出� 

tz》z、 費� 64，000 管 理 費� 5，983 

負� is 金� 21，866 事 業 費� 69，303 

雑� ~'Z 入� 514 i口〉、 計� 75，286 

収 支 差 額� 11，094 

ム口 言十� 86，380 期末正味財産� 38，579 

係
機
関
・
団
体
と
の
協
議
検
討

・
生
育
状
況
、
生
産
体
制
等
に
係
わ
る

現
地
調
査

・
協
会
が
事
業
主
体
と
し
て
実
施
し
た

補
助
事
業
等
の
事
後
指
導

平成29年度収支予算

(単位千円) 

マ
3
月
訂
日
付
退
職

事

務

局

長

笹

倉

敏

弘

仙

技

術

部

長

柴

山

辰

美

川

マ
4
月
1
日
付
転
入

事

務

局

長

山

田

秀

人

川
中
央
会
)
伽

技

術

部

長

根

津

隆

次

叫

マ
5
月
初
日
付
退
任

。


(
J
A

専

務

理

事

丹

下

良

彦

川

マ
5
月
初
日
付
就
任

B
-
E

専

務

理

事

隆

宏
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中
島

〆
同
》
寸レa

前
職
北
海
道
立
農
業
大
学
校
校
長

てん菜イメージ
キャラクター

鎚叡ヨロ

異
動(

北
糖
)
川

…
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北
海
道
農
政
部
平
成
羽
年
指
導
参
考
事
項

発
病
株
率
印
%
到
達
時
開
始
で
は
褐
斑
病

れ
の
品
種
で
も
発
病
を
抑
え
き
れ
ま
せ
ん

テ
ン
サ
イ
褐
斑
病
の
多
発
傾
向
に
対
応
し
た
効
果
的
防
除
法

抵
抗
性

ク
弱
ヘ
ク
中 
ψ

、
。
強
。
の
い
ず

で
し
た

(表
 

1
)
。
そ
れ
に
対
し
て
初
発

直
後
お
よ
び
初
発
前
開
始
で
は
、
抵
抗
性

ク
強
。
品
種
で
概
ね
発
病
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
抵
抗
性

ク弱
。

は
じ
め
に

品
種
で
は
、
発
病
株
率
問
%
到
達
時
開
始

テ
ン
サ
イ
褐
斑
病
は
高
温
多
湿
条
件
下

よ
り
発
病
が
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
防
除

で
多
発
し
、

て
ん
菜
の
葉
が
枯
れ
て
糖
量

効
果
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

の
低
下
を
引
き
起
こ
し
、

て
ん
菜
で
は
最

抵
抗
性

ク中
ψ

品
種
で
は
、
そ
の
中
間
的

も
重
大
な
病
害
で
す
。
平
成
8
年
に
、
本

な
結
果
で
し
た
。
し
た
が

っ
て
、

薬
剤
散

病
の
発
病
株
率
が
印
%
に
到
達
し
た
時
点

布
は、

品
種
の
抵
抗
性
に

で
薬
剤
散
布
を
開
始
す
る
防
除
法
が
開
発

か
か
わ
ら
ず
、
初
発
直
後

さ
れ
、
指
導
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
、

ま
で
に
開
始
す
る
必
要
が

こ
の
防
除
法
で
は
発
病
を
抑
え
き
れ
な
い

あ
り
ま
す
。


事
例
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
褐
斑
病
は


夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
最
低
気
温
が
高
い


薬
剤
の
残
効
期
間
と
散
布


ほ
ど
発
生
が
多
い
傾
向
が
認
め
ら
れ
る


間
隔

(図
 

1
)
こ
と
か
ら
、
こ
の
要
因
の
一
つ

平
成
8
年
に
開
発
さ
れ

と
し
て
温
暖
化
に
よ
る
気
温
の
上
昇
が
考

た
防
除
法
で
示
さ
れ
た
薬

え
ら
れ
ま
す
。
そ
乙
で
、

て
ん
菜
協
会
の

剤
の
残
効
期
間
は
、
発
病

受
託
試
験
で
薬
剤
の
散
布
開
始
時
期
や
残

株
率
が
卯

%
を
超
え
た
時

効
期
間
等
を
再
検
討
し
、
新
し
い
防
除
対

点
の 
1
回
散
布
で
、 

策
を
ま
と
め
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

斉

・
刀
引 

1300 1400 1500 1600 1700 

積算最低気温 (6月下旬~9月下旬 全道平均)

積算最低気温と褐斑病被害面積率との関係

(昭和62-平成28年)

d
t

D 
M 

薬
剤
の
散
布
開
始
時
期

ま
ず
、
薬
剤
の
適
切
な
散
布
開
始
時
期

に
つ
い
て
、
病
原
菌
接
種
条
件
下
で
検
討 テンサイ褐斑病の発病状況(左無防除区、右防除区)

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構

く〉� 

40 

H2235 
0 

富30
H12

病 y=O.0573x-73.269 0
蓄25

面
積� 20
率� 

金� 。。。� 益三� 

し
ま
し
た
。
初
発
前
、
初
発
直
後
、
発
病

株
率
印
%
到
達
時
に
散
布
を
開
始
す
る
区

を
設
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
開
始
時
期
か
ら
約

日
日
間
隔
で 
9
月
中
旬
ま
で
薬
剤
を
散
布

し
て
発
病
を
比
較
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

北
見
農
業
試
験
場

池
谷
美
奈
子
・
池
谷

% 15 
全
道� 10 

5 

0 

聡

1200 

図1

〕

|
、 
マ
ン
ゼ
ブ 

E

I
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表2 褐斑病抵抗性“弱"品種における薬剤の残効期間

す
べ
て
の
薬
剤
で
平
成

8
年
当
時
よ
り
短

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
抵
抗

性
ク
弱
。
品
種
に
お
け
る
平
均
的
な
残
効

し
た
。
ま
た
、
抵
抗
性
ク
強
ψ

品
種
で
も

残
効
期
間
は
同
様
で
し
た
。

こ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
残
効
期
間
は

接
種
に
よ
る
多
発
条
件
下
で
の
試
験
結
果

で
す
。

そ
こ
で
、
自
然
発
病
の
現
地
圃
場

に
お
け
る
実
態
を
調
査
し
ま
し
た
。
現
地

の
発
病
に
は
種
々
の
要
因
が
か
ら
む
の

で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の

9
月
ま
で
散
布

を
行
っ
た
お
圃
場
に
つ
い
て
分
析
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
散
布
間
隔
日
日
以
下
で

は
大
部
分
の
圃
場
で
発
病
が
少
な
い
実
態

に
あ
り
ま
し
た
(
表

3
)
。
こ
れ
ら
の
結
果

を
勘
案
す
る
と
、
実
用
上
の
散
布
間
隔
は
�
 

表1 薬剤散布開始時期の遣いによる防除効果

散布開始時期� ~終了時期
品種の

試験年� 初発前 初発直後 発病株率� 50%
抵抗性

到達時

司号� 平成� 25年 × × × 

26 × × × 

27 × 

中� 

28 

平成� 25年

×。 。 × 

26 × × 

27 × × ×注)接種条件下の試験。
初発直後に1回散布。� 

DMI剤はフェン7.コナ、ノール乳剤とジフェノコナゾール乳剤を示す。 × 
年次の括弧内は試験期間の気象の特徴を示す。� 

5蛮� 平成� 25年� 

26 

表3 現地圃場における防除実態(9月上旬まで散布を行った圃場)
28 

散布間隔� 少発生圃場数 全国場数
注) 接種条件下の試験。� 

14日以下 15 17 Oは発病が抑えられたことを、×は抑えられなかったことを、ーは未供試を示す。

15~20日 4 8 

21日以上 4 11 

i主) 平成25~28年に調査したオホーツク管内 36圏場について分析。
少発生は、発病度25(発病指数1.25)以下� 

100 

80 

60 

40 

20 

0 

-・・8月に散布終了

ーー・9月に散布終了

ーーー盤散布� 

7/15 7/29 8/12 8/26 9/9 9/23 

月日� 

× 

× 

水
和
剤
が
刊
日
、

カ

ス

ガ

マ

イ

シ

ン
・
銅
水
和
剤
が

日
�
 
1
日

日

で

し

た
。
本
試
験
で
は
、

病
原
菌
接
種
条
件

下
、
初
発
直
後
の

-
回
散
布
で
残
効

期
間
を
調
査
し
ま

し
た
。

本
試
験
に
お
け

る
残
効
期
間
は
、
�
 

マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤
と
�
 

剤

D
M
I

期
間
は
、

。
。
 

が
7
1
9
日、

カ
ス
ガ
マ
イ
シ
ン
・
銅
水

和
剤
が

5
1
6
日
で
し
た

(表 
2
)
。

だ
し
、
残
効
期
間
は
、
降
雨
や
気
温
等
の

気
象
条
件
に
よ
っ
て
異
な
り
、
試
験
期
間

が
低
温
の
平
成
幻
年
は
こ
れ
ら
よ
り
長

く
、
多
雨
の
平
成
初
年
は
短
く
な
り
ま
し た

0

0

0

 
× 

27 

た。

カ
ス
ガ
マ
イ
シ
ン
・
銅
水
和
剤
は
他

の
薬
剤
よ
り
も
残
効
期
間
が
短
い
傾
向
で

日
以
下
が
目
安
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

図2 散布終了時期の遣いによる発病経過(平成27年、接種)

注) 接種条件下の試験。

褐斑病抵抗性“強"品種を供試した。

初発前から約10日間隔で、8月までは6園、9月までは8回散布した。� 

H

残効期間� 

7~9日

5~6日

7~9日

5~6日

14~16日 

10~13日

5~6日

5~6日

薬剤

マンゼブ� ‘水利剤、� DMI剤

カスガマイシン・銅水利斉� j

マンゼブ水和剤、� DMI剤

カスガマイシン・銅水和剤

マンゼブ水和剤

フェンブコナ、ノ"'-)1--手L斉u

マンゼブ水和剤

フェンブコナゾール乳剤� 

試験年

平成� 25年� 

平成� 26年� 

平成� 27年

(低温)

平成� 28年

(多雨) 

散
布
終
了
時
期

薬
剤
散
布
終
了
時
期
を
検
討
す
る
た

め
、
病
原
菌
接
種
条
件
下
で
、
初
発
前
に

散
布
を
開
始
し
、
約
刊
日
間
隔
で

8
月
ま

で
の
�
 6
固
と

9
月
ま
で
の

8
回
散
布
の
発

病
を
比
較
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

に
散
布
を
終
了
し
た
場
合
は
発
病
が
抑
え

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

(図 
2
)
。
ま
た
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
印
圃
場
に
つ
い
て
実

発
病
度
�
 

態
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
�
 9
月
上
旬
以
降

8 
月
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あ
り
ま
す
。

褐
斑
病
の
防
除
対
策
と
留
意
点

以
上
の
結
果
か
ら
、

テ
ン
サ
イ
褐
斑
病

の
新
し
い
防
除
対
策
を
表
5
に
ま
と
め
ま

し
た
。
初
発
直
後
ま
で
に
薬
剤
散
布
を
開

始
し
、
通
常
の
気
象
条
件
下
で
は 

日
以

H

も
発
病
が
進
展
す
る
場
合
が
多
く
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、 

8
月
下
旬
ま
で
の

散
布
で
発
病
を
十
分
に
抑
え
ら
れ
た
圃
場

も
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

散
布
終
了
時
期
に
つ
い
て
は
、
本
試
験
で

は
明
確
に
示
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

可
能
な
限
り
褐
斑
病
抵
抗
性 

φ

強
ψ

品
種

を
作
付
け

褐
斑
病
抵
抗
性
の
異
な
る
品
種
に
つ
い

て
、
接
種
条
件
下
で
の
初
発
日
を
比
較
し

た
と
こ
ろ
、
抵
抗
性
が
強
い
ほ
ど
初
発
は

遅
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た

(
表
4
)
。
ま

た
、
初
発
前
の 
7
月
上
旬
か
ら

9
月
中
旬

ま
で
、
約
刊
日
間
隔
で
薬
剤
を
散
布
し
た

同

一
防
除
条
件
下
で
の
発
病
経
過
を
比
較

す
る
と
、
抵
抗
性
ク
強
。
品
種
の
ほ
う
が

ク
弱 

品
種
よ
り
常
に
発
病
度
が
低
く
推

移
し
ま
し
た

ψ

(図
 

3
)
。
こ
の
よ
う
に
、

抵
抗
性
ク
強
ψ

品
種
は
タ
弱
ψ

品
種
よ
り

初
発
時
期
や
発
病
の
進
展
が
遅
い
利
点
が

、。

項 目 女す 策 留意点 


地区の平年初発期や発生予察情報を参考にし、散布時期を決定する。

散布開始 初発直後まで

ただし、それ以前に発病を確認した場合は直ちに散布を開始する

高温多湿の気象条件下(最低気温が高く多雨)では平年より

散布間隔 14日以下 発病の進展が急激なので、散布間隔を10日以下にする。

通常の条件下でも、� 14日を超えると防除効果が劣る。

可能な限り 抵抗性が強いほど初発が遅い傾向が認められ、同一防除条件下では、 「強」品種は「弱」品種より発
品種

病の進展が遅L

下
の
間
隔
で
散
布
を
行
う
こ
と
が
重
要
で

す
。
散
布
終
了
時
期
つ
い
て
は
具
体
的
に

示
し
て
い
ま
せ
ん
が
、 

9
月
の
気
温
が
高

い
地
域
や
高
温
年
は
注
意
が
必
要
で
す
。

お
わ
り
に

表4 褐斑病抵抗性が異なる品種での初発日

品種の褐斑病抵抗性
試験年 被種目� 

“弱"� “中"“強� " “かなり強"

平成25年� 7月12日� 7月17日� 7月25日� 7月28日� 

26 7月10日� 7月15日� 7月24日� 7月28日� 

27 7月7日� 7月13日� 7月16日� 7月23日� 7月26日� 

28 7月5日 7月20日 7月21日� 7月22日� 7月26日� 

注) 各年とも、同一日に接種。

ーは来供試を示す。

100 

80 ーー� 199J品種

60 ーー 「強j品種

40 

20 

0 

7/12 7/26 8/9 8/23 9/6 9/20 

月日� 

図3 同一防除条件下における発病経過の品種間差(平成27年)� 
i主) 接種条件下の試験。


初発前の7月6日から9月14日まで、約10日間隔でB回散布した。
 

p 
O 

表5 テンサイ褐斑病の防除対策

こ
こ
で
紹
介
し
た
テ
ン
サ
イ
褐
斑
病
の

新
し
い
防
除
対
策
で
は
、
従
来
の
防
除
法

(
発
病
株
率
印
%
到
達
時
に
薬
剤
散
布
を

開
始
)

に
比
べ
る
と
散
布
回
数
が
増
え
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
褐
斑
病
抵
抗
性

カ1

夕
、
、
民

戸
勺
4
0

の
品
種
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

少
し
で
も
薬
剤
使
用
回
数
の
削
減
が
期
待

で
き
ま
す
の
で
、
本
試
験
の
成
果
を
活
用

し
て
防
除
対
策
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ 

発
病
度 

抵抗性「強j品種

注) 薬剤lの選択に留意する。

カスガマイシン・銅水和剤は他の薬剤よりも残効期聞が短いので、使用にあたっては留意する。� 

8月下旬で散布を終了すると、その後の発病が急激に進展する場合が多い。
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一
「
砂
糖
の
ユ
ー
ザ
ー
訪
問
」

一

源
に
な
り
ま
す
)
を
含
み
、
子
供
か
ら
年

一 

s大
塚
食
晶
側
釧
踏
工
場
:
一

配
の
方
ま
で
飲
み
や
す
い
昧
と
サ
イ
ズ

で
、
累
計
販
売
は
な
ん
と
3
0
0
億
本
を

超
え
て
い
ま
す
。

て
ん
菜
は
北
海
道
畑
作
の
基
幹
作
物
と

1
9
8
0
年
に
操
業
を
開
始
し
た
釧
路

し
て
栽
培
さ
れ
、
工
場
で
砂
糖
を
製
造
し
、

工
場
は
豊
富
な
音
別
川
の
伏
流
水
と
、
北

地
域
経
済
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お

海
道
内
で
製
造
(
日
甜
、
ホ
ク
レ
ン
、
北

り
ま
す
。
工
場
で
生
産
さ
れ
た
砂
糖
は
ど

糖
)
さ
れ
た
高
品
質
の
砂
糖
を
1
0
0
%

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

使
用
し
て
製
造
し
て
い
ま
す
。
尚
「
オ
ロ

カ

?
・

ナ
ミ
ン 

」
を
製
造
し
て
い
る
他
の
2
工

国
内
の
砂
糖
需
要
量
は
2
0
0
万
ト
ン

場
(
徳
島
工
場
、
鳴
門
工
場
)
も
使
用
す

で
、
そ
の
う
ち
国
内
産
糖
(
て
ん
菜
・
甘

る
砂
糖
は
道
内
産
を
全
て
使
用
し
て
い
る

し
ゃ
)
の
割
合
は
約
幻
%
と
な
っ
て
い
ま

と
の
こ
と
で
す
。
釧
路
工
場
で
は
年
間
2

す
(
別
表
1
)
。
道
内
で
製
造
さ
れ
た
砂

億
5
千
万
本
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
1
日

糖
は
消
費
者
・
加
工
メ
ー
カ
ー
に
供
給
さ

蜂
蜜
、
砂
糖
(
体
内
に
吸
収
さ
れ
る
と
速

当
た
り
百
万
本
以
上
の
製
造
の
た
め
、
製

C

水
で
ビ
タ
ミ
ン

6
5
年
発
売
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
清
涼
飲
料

工
場
で
す
。
「
オ
ロ
ナ
ミ
ン 

」
は
1
9

C

の
「
オ
ロ
ナ
ミ
ン 

」
を
製
造
し
て
い
る

C

「
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
」
の 

で
お
な
じ
み

C

M

れ
て
い
ま
す
。

て
ん
菜
か
ら
生
産
さ
れ
た
砂
糖
(
原
料

糖
を
除
く
)
の
用
途
別
消
費
動
向
は
別
表

2
の
通
り
で
、
菓
子
類
、
清
涼
飲
料
、
乳

製
品
な
ど
が
主
な
用
途
で
す
。
ま
た
地
区

別
の
販
売
は
道
内
回
%
、
関
東
却
%
中
部

日
%
近
畿
・
四
国
ロ
%
な
ど
で
道
外
販
売

が
剖
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
道
内
の
大
口
砂
糖
ユ
ー
ザ
ー
の

大
塚
食
品
蜘
釧
路
工
場
を
訪
ね
ま
し
た
。

(
C
、
B
2
、
B
6
)
や

糖
を
使
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
、
釧
路
市
音
別
の
地
で

北
海
道
産
の
砂
糖
を
使
用
し
、

全
国
的
な

製
品
を
徹
底
し
た
品
質
管
理
の
下
で
、
大

量
に
製
造
し
て
い
る
大
塚
食
品
蜘
釧
路
工

場
に
驚
き
と
敬
意
を
感
じ
ま
し
た
。

し
て
お
り
、
こ
の
製
品
に
も
道
内
産
の
砂

用途別消費動向(てん菜糖)

日口日 名
平成� 26年度

消費量 比率
千トン� % 

パン類� 23.2 5.7 
菓子類� 127.4 3l.2 
乳製品� 59.9 14.7 
清涼飲料� 79.6 19.5 
調味料・練製品など� 35.2 8.6 
家庭用� 15.5 3.8 
その他� 66.9 16.4 

合計� 407.7 100 

造
ラ
イ
ン
は
高
速
で
流
れ
て
い
ま
す
が
、

何
重
に
も
及
ぶ
安
全
と
品
質
管
理
の
チ
ェ

ッ
ク
が
徹
底
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
製
品
は

道
内
と
関
東
・
東
北
地
区
に
発
送
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

尚
、
釧
路
工
場
で
は
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト

缶
(
水
分
・
イ
オ
ン
補
給
飲
料
)
を
製
造

砂糖の需要総括表

てん菜糖砂糖 総需要量 園内産糖量 1人当たり
廿しゃ糖 輸入量� ①/①

年度� ① ① 消費量原料糖


千トン


白糖

千トン 千トン 千トン 千トン 千トン 千トン� % kg 

25 2，006 687 551 410 140 129 1，284 34 15.8 

26 1，971 410 197 122 1，220 15.5737 607 37 

27 1，983 813 676 423 253 129 1，235 41 15.6 

28 
(見通し)

1，983 686 401 104 171 1，203505 35 15.6 

や
か
に
ぶ
ど
う
糖
に
変
換
さ
れ
脳
の
栄
養

てん菜友びてん菜糖に関する年報より

(日本ビート糖業協会) 平成29年3月発表 農水省資料(平成28砂糖年度における砂糖及び異性化糖の需給見通し 第3回)より抜粋
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平成28年産 〉てん菜糖の生産実績

北海道農政部生産振興局農産振興課調べ� 

糖 業者名 原料処理量� 

工 場名
(t) 

日

1594.15
， ，039

1072.59
， ，214


百日 12::2 11)lM | 55m4 1 4ωI~I~I~I~
言|

ホ

ク� 

レ

郎総)1 15.99 1ω689.03 1 4 ぉ I~I~I~I~ン 計

糖
計� ，655853.87 官制)1 15.99 1 お山21 5.10 1~レ~レ~レ~

ヨヨ
ロ-T' 

， ，� 山38い8415.1訓話)� 0.6152
注 砂糖生産量の下段のカッコ内は原料糖の生産量で、内数である。

3188
 91 4 ぉ I~I~I~I~、t
口

‘11m..“"叫11m...・11m..・-・・...111_..11111.1)1111_..111聞・� ・11111--・ IIIII-mm 1111

並
の
高

糖
分
で
あ
り
な
が
ら
、
糖
量
が
主
力
品
種

並
に
向
上
し
て
お
り
、
か
つ
ク
リ
ス
タ
ー

並
の
耐
病
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。 l

111...・� IIm.OIll.叫nUT.mm叫111...‘ ....11111.‘11111.・11111-..1111..11・u.・nm.mm.・E 11m-・M‘11111-・-・・M ・� 11・u.・� E nm.mm目・叫・IIm.m・-・叫H

②
褐
斑
病
・
黒
根
病
抵
抗
性
は
ク
リ
ス
タ
ー

①
根
中
糖
分
は
ク
リ
ス
タ
�
 同
様
に
高

く
、
根
重
・
糖
量
が
や
や
多
い
。
�
 

l

特
性
検
定
、
現
地
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

し
た

「高
品
質
て
ん
菜

つ
く
り
講
習
会
」

年
�
 
年
に
北
海
道
へ
の
適
応
性
検
定
、

l
m

m

年
に
北
海
道
糖
業
側
が
輸
入
し
、

平
成
初

よ
り
根
中
糖
分
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
高
糖
分
型
品
種
の
重
要
性
が
高
ま

っ

が
育
成
し
た

2
倍
体
の
品
種
で
、
平
成
お

ウ
ェ

て
い
ま
す
。
し
か
し
ク
リ
ス
タ
l
は
現
行

の
主
力
品
種
に
比
べ
、
根
重
・
糖
量
が
低

い
た
め
、
近
年
面
積
が
減
少
傾
向
で
す
。

し種(
高
糖
分
型
品
種
)
に
比
べ、

と
同
程
度
で
あ
る
が
、
根
腐
病
抵
抗
性

は
や
や
劣
り

タ
弱
�
 で
あ
る
。
(
こ
の

た
め
適
切
な
防
除
が ψ

必
要
)
等
の
性
能

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

近
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
高
温
等
に

以
上
よ
り
、

ラ
イ
エ

ン
を
ク
リ
ス
タ
ー

こ
の
結
果
、
ラ
イ
エ
ン
は
ク
リ
ス
タ

ラ
イ
エ
ン
(
系
統
名

す認成
。定� 29

さ年
れ に
ま新
した
たに

まに平一
方
ラ
イ
エ
ン
は
ク
リ
ス
タ

新
優
良
品
種
の
紹
介

の
シ
ン
ジ

エ
ン
タ
種
子
会
社

l
デ
ン

は、

H
T
m
)

ス

の� 1
で口口口
、種

紹が
介優
い良
企ー 口

l I~ 日日

業
務
に
永
年
従
事
し
、
ご
尽
力
い
た
や
た
い

た
方
々
を
顕
彰
す
る
た
め
、
平
成
部
年
度

原
料
て
ん
菜
立
会
業
務
功
労
者
表
彰
式
が

向
上
に
寄
与
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

平
成
部
年
度

、活耕乙
原料てん菜立会業務功労者氏名

す動作の 

。を者て 


行
わ
れ
、

全
道
で

3
名
の
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

「
原
料
て
ん
粟
立
会
業
務
功
労
者
表
彰
」

の
講
習
に
先
立
ち
、
原
料
て
ん
菜
の
立
会

平
成
幼
年
2
月
に
全
道
4
ヶ
所
で
開
催

農協名 氏 名

北は るか 小 原仁 興

更� JjU キナ 九々 昌彦

浦 11昆 町 高 橋 昌幸�  

お並ん
知び 菜
らに協
せ関 会
す係だ
る機ょ
た関り
めの増
、皆刊

増 様号
刊 には
し当
た協て
も会 ん.
のの 菜 l (敬称略)

、ーー-一一一・・・ーノ

に
置
き
換
え
て
普
及
す
る
こ
と
に
よ
り
、

て
ん
菜
生
産
お
よ
び
農
家
所
得
の
安
定
と

C
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